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■2015年3月期 通期業績（前期との比較）

>>売上高：2,376億円 前期比16億円増加
・SEは前期に比べ減少したが、GP、ＦＴが前期に比べて増加
>>営業利益：171億円 前期比82億円増加
・前上期に実施した緊急対応策の解除や為替の円安影響などにより人件費や研究費などの
固定費は増加したが、変動費の削減やSEの製品構成の変化、たな卸資産評価損の減少
などにより、営業利益は大幅に増加
>>経常利益：160億円 前期比77億円増加
>>当期純利益：121億円 前期比67億円増加
>>営業利益率：7.2% 前期の3.8%から大幅に改善
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■2015年3月期通期の連結業績結果
●前期比較
前頁のとおり

■第4四半期(1-3月３カ月間）連結業績結果
●前四半期比：
>>売上高：753億円 前四半期比 254億円増加
>>営業利益：70億円 前四半期比 36億円増加
前年同期に比べ、固定費は円安影響などにより増加したが、変動費率
の大幅改善により大幅増となった
>>経常利益：67億円 前四半期比 38億円増加
>>四半期純利益：43億円 前四半期比 11億円増加

※営業利益率は、前四半期比6.8％から9.3％に上昇
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■売上高と営業利益の四半期推移グラフ

>>第4四半期は、第3四半期から転じて、売上が好調に推移し、変動費率の改善
なども寄与し、営業利益も大幅に増加した
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■受注高と受注残高のグラフ

>>第4四半期の受注高は、SE、GP、FTともに第3四半期から増加
全社合計では第3四半期から97億円増加し、717億円となった

>>受注残高は、特に3月分売上が多かったことから第3四半期末から34億円減少し、
907億円となった
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■通期の連結業績結果
●前期比較
>>売上高：1,574億円 56億円減少
→地域別では、国内や欧州、北米が増加したが、アジアの減少をカバーしきれなかった
→製品別では、枚葉式洗浄装置、コーターデベロッパー、バッチ式洗浄装置共に減少
>>営業利益：157億円 69億円増加
固定費は増加したものの、変動費率改善、製品ミックスの変化などにより、大幅増益

■第4四半期(1-3月３カ月間）の連結業績結果
●前四半期比較
>>売上高：470億円 123億円増加
>>営業利益：54億円 13億円増加
売上増による限界利益の増加により増益
>>受注高：459億円 47億円増加
2月時には3Ｑ(411億円)並みを予想していたが、ファウンドリー、メモリー、イメージ
センサーなどの受注獲得増により、3Q実績比11.7%増となった
>>事業環境：2015年はファウンドリーが安定して投資をけん引すると予想
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■ SEセグメントにおけるデバイス別受注比率
>>第4四半期実績：
・ファウンダリーは、堅調に推移
・ロジックは減少するも、メモリーの増加により、3Ｑ比増
・携帯用の画像素子が大きく伸長
>>2016年3月期第1四半期受注見通し：
・当期第3四半期同水準と予想(400億円強)
ファウンダリーの減少をメモリー、ロジックの増加では補いきれず、10%強減
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■GＰセグメントの業績概況（通期）
●前期比：35億円増加
>>売上高：557億円
→地域別： 国内と欧州が若干増加

国内、CTP更新需要が好調、今期も継続の見込み
欧州、CTPが増加、PODも伸長。PODの販売拡大に期待

>>営業利益：通期比では前期同水準で横這い
→プロダクトミックスの影響と、研究開発と固定費増加

●前四半期比：
>>売上：41億円増え、営業利益：大きく改善

●今後の見通し： 今期は将来に向けた研究開発は増加するも、
→良好な足下の環境により、収益性は改善を見込む
→収益性改善には、PEセグメントの主要製品・直接描画装置のLediaの
販売拡大が寄与できると予想
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■FTセグメントの業績概況（通期）
>>売上高：237億円
●前期比：39億円増加
→地域別： 中国に加え、国内、台湾も増加

→製品別：G８サイズ・大型TV用がもっとも増加
>>営業利益：3億円
●前期比：7億円増加（前期：4億円赤字）、通期では4期振りの黒字化
→固定費は若干増加するも、売上増加により限界利益が増加

■FTの第４四半期の業績概況
>>売上高：119億円
●前四半期比：91億円増加
→地域別：中国が最も多い
→製品別：主力のコーターデベロッパーが90％強、サイズ別ではG８、大型TV用

>>営業利益：14億円
●前四半期比：23億円増加
→固定費は若干増加するも、売上増加により限界利益が増加
→ポストセールスが収益性向上に寄与

>>受注高：98億円
●前四半期比：26億円の増加
→2月予想：100億円弱、ほぼ予想どおりに着地した
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■FTセグメントのガラス基板サイズ別受注

>>第４四半期実績：98億円
・２月想定（100億円弱）どおりの規模に着地
・台湾や日本で中小型パネル向けにＧ6の投資がけん引

>>第１四半期見通し：140億円前後
・中国での大型TV用および中小型向け投資に加え、国内の中小型が好調
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■2015年3月末 貸借対照表

●資産合計：2,495億円（前期末比171億円増加）
現金及び預金は減少したが、受取手形及び売掛金、保有株式の時価上昇に伴い
投資有価証券が増加

●負債合計：1,380億円（前期末比73億円減少）
支払手形及び買掛金、有利子負債の減少
有利子負債に関しては、借入金が増加する一方、社債を償還したことにより減少

●純資産合計：1,115 億円（前期末比244億円増加）
当期純利益の計上や保有株式の時価上昇および円安の影響により、その他有価証
券評価差額金、為替換算調整勘定がそれぞれ増加

●当期末の自己資本比率：44.4％（前期末比7.2ポイント上昇）
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■キャッシュ・フロー

●営業活動によるキャッシュ・フロー：
第4四半期(1～3月)では、税金等調整前当期純利益、たな卸資産の減少など
の収入項目が売上債権の増加や仕入れ債務の減少などの支出項目を上回った
ことから、1億円の収入

●投資活動によるキャッシュ・フロー：
第4四半期(1～3月)では、研究開発設備などの有形固定資産を取得したこと
などにより、20億円支出

●財務活動によるキャッシュ・フロー：
第4四半期(1～3月)では、長期借入金の返済を進めた結果、22億円の支出

なお、2015/3月期 通期（12カ月）のキャッシュ・フローは下記のとおり
営業活動によるキャッシュ・フローは、14億円の支出
投資活動によるキャッシュ・フローは、63億円の支出
財務活動によるキャッシュ・フローは、38億円の支出

以上の結果、
●当期末における現金及び現金同等物残高：219億円
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■有利子負債推移

●当期末有利子負債：396億円（前期末に比べ16億円減少）

●有利子負債から、現金及び預金を除いた純有利子負債：140億円
（前期末に比べ68億円増加）
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■新中期３カ年経営計画「Challenge2016」の前提と方向性
(2015/3月期～2017/3月期）
●初年度の振り返り
>>目指すべき方向性は次の3つの事項
→高収益体質へ
→新規領域での事業化（よりバランスのとれた事業ポートフォリオ向け新規分野での事業化）
→財務体質強化（市況変動に耐えられる財務体質の強化を目指す）

●方向性を見据えた3つの目標：
>>「強いものをさらに強く」
①収益構造改革： 最終年度の営業利益率10％以上
②新規事業創出： ４つの新規事業領域で黒字化
③財務体質の強化：最終年度の自己資本比率50％以上
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■目標➁：新規事業創出（４つの新規事業領域で黒字化）

>>新規事業創出に向け、４つの分野を想定
・ライフサイエンス
・検査計測
・プリンテッドエレクトロ二クス（超精密印刷）
・エネルギー

→早期事業化を目指し、開発、営業、マーケティングの人員を
開発拠点「ホワイトカンバス洛西」に集約、
大きく組織を改編
→この中で最も先行しているのがライフサイエンス：
・iPSポータル社に出資（2015年3月期）
関連企業や医療機関とのネットワークを強化し、再生医療分野での商品
開発を加速

・製品化：既存で2機種
→3D細胞培養対応、細胞スキャナーであるCell3iMager販売、欧米日で販売網を
確立。米国癌研究の権威MDアンダーソンがんセンターでの評価を受け、販売開始
国内での販売チャンネルとして島津製作所とコラボレーション開始

→インクジェット式錠剤印刷機「DP-i3000」
4月より受注開始、顧客の評価を受けながら、拡販を図る
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■目標②：新規事業創出（４つの新規事業領域で黒字化）

>>検査計測：鍛造部品自動外観検査装置「IM-3100」
昨年秋にホワイトカンバス洛西で内覧会を開催し、顧客ニーズを確認しながら、
現在、上市に向けた準備段階まで進捗

>>プリンテッドエレクトロ二クス（超精密印刷）：さまざまなアプリケーション向けに、
プロセス技術開発を進め、組織改編によりスピードアップを図っている

>>エネルギー：将来はFTの新規事業ポートフォリオ変革に寄与するとみる
→FTの得意分野であるコーティング技術を応用し、車載用燃料電池、二次電池、
リチウムイオンバッテリーなどに応用の範囲を広げていく
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■企業価値向上に向けて

新経営体制になって、「中期経営計画」から一段と高い概念として
「企業価値向上」を目指すプログラムを策定

>>中期経営計画は、達成に向け、愚直にしっかりと進行中

>>上記に加えて、
ROEを高める経営、FCFの最大化を進め、JPX日経400の
組み入れ、格付けの上昇を目指し、企業価値向上

>>さらには、
株主還元策を3月20日に発表
中期経営計画が掲げる「自己資本比率５０％以上」「営業利益率10％以上」を達成
後に、連結総還元性向25％を目指す
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■企業価値向上に向けて：
・「ROEを高める経営」を目指し、
2015年3月期は12.3％を達成。今後も2桁台を継続させたい

・「FCFの最大化を目指し、
SE業界のボラティリティの高さを鑑み、手元資金の厚みは必要
→キャッシュ・コンバージョン・サイクル（CCC)の短縮化を実施し、
在庫圧縮を通じた、運転資本の最適化を図っている
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■2016年3月期業績予想

・売上高 ：2,480億円(前期比 103億円増)
・営業利益 ： 190億円(前期比 18億円増 営業利益率：7.2 %→7.7%)
・経常利益 ： 185億円(前期比 24億円増)
・当期純利益： 140億円(前期比 18億円増)
※配当金に関しては、3円増配し、1株あたり年間10円を予想
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